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～阿南市小中学校における学力の傾向と対策について～～阿南市小中学校における学力の傾向と対策について～

阿南市教育委員会

この資料は，平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果の分析

をもとに，阿南市の子どもたちの学力や学習状況の傾向をまとめたものです。阿

南市と全国の平均正答率を比較することによって，特に顕著であったものについ

て説明しています。

１ 調査の概要

２ 小学校について

(1) 学力調査

① 全体的な傾向

② 結果分析等の概要

□ 国 語

「文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて

書く」ことや，「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる」こ

となどの正答率が全国平均を上回っています。また，記述式の全ての設問で、

正答率が全国平均を上回り、各校の「書く活動」を取り入れた授業づくりの

○ 実 施 日 平成３１年４月１８日（木）

○ 調査対象 小学校第６学年の児童、中学校第３学年の生徒

○ 調査内容

・学 力 調 査：小学校（国語,算数）、中学校（国語、数学、英語）

※今年度より,「主として『知識』に関する問題」と「主とし

て『活用』に関する問題」が一体的に出題されました。

※中学校の英語においては「聞くこと」「読むこと」「書くこ

と」「話すこと」に関する問題が出題されました。

・質問紙調査：学習意欲，学習方法，学習環境、生活の諸側面に関する内容

１ 国語では，正答率が全国平均とほぼ同じでした。

２ 算数では，正答率が全国平均をやや上回りました。

３ 解答欄に記入がない無解答率は，全国平均をやや下回りました。
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成果が表れていると考えます。

しかし，「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う」設

問のうち「同音異義語」に関する設問の正答率が全国平均を大きく下回って

います。漢字の持つ意味が理解できるよう、指導の工夫が必要です。

□ 算 数

「示された計算の仕方を解釈」した上で、「除法に関して成り立つ性質を記

述」したり、「かける数や割る数を選び、計算しやすい式にして計算」したり

するなど、「数学的な考え方」に関する設問の多くで全国平均を上回っていま

す。また、国語と同様に記述式の設問での正答率が高い傾向が見られます。

しかし、「加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすること」や「棒グラ

フから一方の量がもう一方の量の何倍になっているかを読み取ること」につ

いての正答率が全国平均を下回っており、計算やグラフの読み取りなど「数

量や図形についての技能」の定着に課題が見られます。基礎基本を大切にし

た授業づくりを徹底する必要があります。

⑵ 質問紙調査

□ 「自分にはよいところがある」「先生は自分のよいところを認めてくれてい

る」と肯定的に捉えている児童の割合が全国平均を上回っています。これは，

自尊感情や達成感を高めるための取組を学校全体で積み上げてきた成果であ

ると考えます。

□ 「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」「人が困っている

ときは、進んで助ける」「学級みんなで話し合って決めたことに協力して取り

組み、うれしかったことがある」の質問についても肯定的な回答をした児童

の割合が全国平均を上回っており，各校が道徳教育・人権教育や仲間づくり

にしっかりと取り組んだ成果だと考えられます。

□ 「毎日，朝食を食べている」「毎日，同じくらいの時刻に寝起きしている」

などの基本的生活習慣に関する質問で全国平均を上回っています。基本的生

活習慣の定着に向けた，保護者と連携した取組の成果だと考えられます。

□ 「家で自分で計画を立てて勉強をしている」「学校の授業時間以外に、１日

あたり（平日）１時間以上勉強をしている」児童の割合は全国平均を下回っ

ており、家庭学習習慣の定着に課題が見られます。各校では、家庭学習の手

引き等を作成・配布するなど家庭学習の定着・充実に向けて取り組んでいま

すが、さらに授業内容と家庭学習に関連性を持たせるなど、児童が主体的に

家庭学習に取り組むことができるような工夫が必要です。

□ 国語・算数とも今回の学力調査の「解答時間が足りなかった」と感じてい

る児童の割合が全国平均を大きく上回っています。「問題を速く正確に読み取

る力」の育成に取り組む必要があります。
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３ 中学校について

⑴ 学力調査

① 全体的な傾向

② 結果分析等の概要

□ 国 語

「文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えを持つ」こ

とについて、必要な条件を満たして正しく解答できている割合が全国平均を

やや上回っています。

「文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考え

をもつ」ことや「文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える」ことに

ついての正答率が全国平均を下回っており、「読む能力」に課題が見られます。

また、「封筒の書き方」や「語の一部を省いた表現の適切な活用の仕方」への

理解など「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の定着に課題が見

られます。国語の授業だけでなく、全ての教科等においても「言語活動」を

充実させていく必要があります。

□ 数 学

「連立二元一次方程式を解くこと」や「反比例の表から、xとyの関係を式

で表すこと」など基本的な「数学的な技能」については、概ね定着しており，

基礎基本を大切にした丁寧な指導の成果であると考えています。

しかし、問題解決の方法や事柄が成り立つ理由などを「説明すること」に

ついては、全ての設問で正答率が全国平均を下回るとともに、無解答率も高

い傾向にあります。数学の授業だけでなく、他教科においても、自分の考え

た方法や理由についてノートに書いたり、説明・話し合いの機会を増やすな

どの授業改善を進めていく必要があります。

□ 英 語

「日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたものの内容を、正確に

読み取ること」についての複数の設問で正答率が全国平均を上回っています。

しかし、「情報を正確に聞き取ること」「文の中で適切に接続詞を用いるこ

と」「一般動詞を用いた肯定文や否定文を正確に書くこと」については、正答

率が全国平均を下回っており、「聞くこと」「書くこと」について力を伸ばす

ための指導の工夫が必要です。

１ 国語では，正答率が全国平均を下回りました。

２ 数学では，正答率が全国平均をやや下回りました。

３ 英語では，正答率が全国平均をやや下回りました。

４ 解答欄に記入がない無解答率は，全国平均を上回りました。

R01.10.23 学校教育課
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⑵ 質問紙調査

□ 小学校と同様に、「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」

と捉えている生徒が全国平均を大きく上回っています。「学校に行くのが楽し

い」「学校の規則を守っている」と回答した生徒の割合も高く、多くの生徒が

安定した学校生活を送ることができていると考えられます。

□ 「外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ってみたいと

思う」「日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知

ってもらいたいと思う」と回答した生徒の割合が高いことから、豊かな国際

感覚やグローバルな視点を持つ生徒が育っていると考えられます。

□ 「部活動（運動部・文化部）に参加している」「１日あたり（平日）２時間

以上部活動をしている」と回答した生徒の割合は全国平均を大きく上回って

おり、部活動が生徒の健全育成上、大きな役割を担っていると考えます。

同時に「家で自分で計画を立てて勉強している」「学校の授業時間以外に、

１日あたり（平日）２時間以上勉強をしている」と回答した生徒の割合も全

国平均を上回っていることから、部活動と勉強が両立できている生徒が多い

と考えられます。

一方で「家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする時

間」や「学校の授業以外（平日）の１日あたりの読書時間」については、全

国平均より少ない傾向にあります。

□ 小学校と同様に、国語・数学・英語とも学力調査の解答時間が足りなかっ

たと回答している生徒の割合が全国平均を大きく上回っており、問題を速く

正確に読み取る力の育成に取り組む必要があります。

４ 今後の対策について

１ 各校ごとに調査結果を分析し、自校の課題を把握するとともに，改善策につ

いて全教職員の共通理解を図り、組織的に学力向上に向けた取組を推進します。

２ 市の指定研究事業「学力向上」、「アカデミック・プログレス・プロジェクト」、

また、県の「授業改善」推進校事業等の各指定校の研究・実践の成果を市内の

各学校に広く普及することにより、市全体の教員の授業力向上を図ります。

３ 基本的生活習慣や読書習慣の確立，家庭学習の充実等に向けて，各校のＨＰ

や学校だより等での情報提供に取り組みます。
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